
顎関節症の定義

1996年日本顎関節学会は顎関節症の疾患概
 念を以下のように明らかにしました。

「顎関節症とは顎関節や咀嚼筋の疼痛、関節
 雑音、開口障害、または顎運動の異常を主要
 症候とする慢性疾患の総括的診断名であり、そ

 の病態には咀嚼筋障害、関節包・靱帯障害、関
 節円板障害、変形性関節症が含まれている」



簡単に表現すると顎関節症の代表的な症状は

1. 「あごが痛む（顎関節痛）」

2. 「口が開かない（開口障害）」

3. 「あごを動かすと音がする（顎関節雑音）」

以上の3つで，このうち一つ以上の症状があり
 鑑別診断で他の疾患がない病態を「顎関節症」

 となります



顎関節症の症型分類
顎関節症は以下のように症状を分類できます
I 型：

 
咀嚼筋障害を主徴候としたもの

II 型：円板後部組織・関節包・靭帯の慢性外傷性病
 変を主徴候としたもの

III 型：関節円板の異常を主徴候としたもの

a : 復位を伴うもの
 

b : 復位を伴わないもの

IV型：退行性病変を主徴候としたもの

V型：Ⅰ～Ⅳ型に該当しないもの

症状によって治療方法が決まってきます



鑑別診断
同じような症状を示す病気も多くあります。例をあ

 げると以下の通りです
滑膜性骨・軟骨腫症
咀嚼筋腱・腱膜過形成症
顎関節強直症
口腔癌・咽頭癌の咀嚼筋進展
智歯周囲炎
顎周囲炎
発作性神経痛など

これらの疾患と顎関節症を鑑別するためいろいろ
 な検査が行われることがあります



検査
X線写真で顎関節やその周囲に異常がないか

 確認できます。

パノラマX線写真



検査
MRI: 

閉口時 開口時

MRIは骨の変形だけでなく、関節円板という顎関節を構成してい
 る軟骨の描出が可能で、顎関節症の診断に有用な検査です



治療
顎関節症の治療法として以下の治療方法があります

保存療法
1. 消炎鎮痛剤などの薬物療法

2. スプリント療法，理学療法など

3. パンピングマニピュレーション・上関節腔洗浄療法:

上記の治療で症状が改善しない場合顎関節開放手
 術などの外科療法を行うことがあります

顎関節症で悩んでいる方、質問がある方はお気軽に相談してください
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